
医療法人はちのへファミリークリニック　理事長　小倉和也

地域の多職種連携を土台とした 
コロナ対策の試み

第16回在宅医療推進フォーラム

ブロックフォーラム　



⼩倉和也 おぐらかずなり
国際基督教大学教養学部卒業

琉球大学医学部医学科卒業

医療法人社団カレスアライアンス日鋼記念病院初期研修修了

医療法人北海道家庭医療学センター家庭医療学シニアレジデント修了

医療法人社団弓削メディカルクリニック常勤医を経て現職

医療法人 はちのへファミリークリニック 理事長

NPO在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワーク 会長

NPO法人Reconnect 理事長

日本在宅ケアアライアンス 理事

全国在宅療養支援医協会 代議員

日本在宅医療連合学会 評議員

八戸地区介護保険事業者協会 会長

八戸市医師会 理事

日本プライマリ・ケア連合学会 認定医・指導医

認知症サポート医 1972

著書：
・スーパー総合医
「コモンディジーズ診療指針」

中山書店 2016(共同執筆)
・総合診療専門医シリーズ

「総合診療専門医のためのワークブック」
中山書店 2017(共同執筆)

・「在宅医療マネジメントQ&A【電子版付き】疾患
管理・運営・法的問題まですべてわかる」

日本医事新報社 2018 (共同執筆)

訳書：
・国際治療ハンドブック

エルゼビア・ジャパン 2006 (共訳)
・テイラー家庭医療実践マニュアル

医歯薬出版 2006 (共訳)



Hachinohe City ⼋⼾市

人口約23万人、医療圏人口約35万人の中核市 三つの拠点病院などが指定医療機関



「connect8（コネクトエイト）」
⼋⼾地域にお住まいの⽅が安⼼して医療や介護を受けられる環境を⽬指し、病院や薬局、介護施設などが連携して作
るコミュニティチームです。
＊コミュニティチーム内の情報連携で「MeLL+community」を使⽤しています。
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薬局・ケアマネジャーとの連携 79歳 ⼥性

・⼩児⿇痺・⾼⾎圧・喘息・認知症で独居の⽅。ご家族が遠⽅で通院も困難
なため訪問診療となったが、薬の管理も困難。訪問薬剤管理指導として丁寧
な指導をいただき状態が落ち着いたケース。
・その後せん妄を起こした際も訪問看護・ケアマネと連携し迅速な対応で無事
落ち着いて施設⼊所。

実際の活⽤事例（医療介護SNS）

クリニック
看護師

在宅医

訪問看護師ケアマネジャー

薬剤師



「connect8」の参加事業所数

⼋⼾市⽴病院

はちのへファミリー
クリニック

Bクリニック
A診療所

登録事業所数…２
・訪問看護ステーション…１
・診療所…1

登録事業所数…256
スタッフ…1183
・病院/診療所/⻭科
・訪問看護ステーション
・薬局
・居宅介護⽀援事業所/在宅介護⽀援センタ
・ホームホスピス
・介護施設
・訪問・通所リハビリ
・訪問介護
・訪問⼊浴
・通所介護
・その他

2015年

2020/10現在

市内の主要な在宅医療を⾏うクリニッ
クが参加

Cクリニック

登録患者延べ約2200⼈
・約85％の事業所が実利⽤。
・訪問看護、診療所、居宅⽀援事業所、訪問介護の利⽤率が
⾼い。

年間約120万アクセス︕
平成３０年度から在宅医療・介護連携推進事業としてNPO法⼈Reconnectが受託







地域でできる在宅医療と看取り研修

（青森県の委託で八戸市医師会主催 講師：NPO法人Reoconnect)





平時から訪問看護がスマートフォンでアクセスし

患者・家族・看護師・介護職員とテレビ通話

Doctor to Patient with Nurseのオンライン診療

普段からの多職種連携・ICT情報共有が基盤

急変時やコロナ流行・災害時に活用

ICT/オンライン診療を活用し

軽症者宿泊施設・指定医療機関と連携













15分でインフル・コロナとも判定



八戸市休日夜間診療所



新型コロナ
検査センター

軽症者宿泊施設

救急隊

救命センター

相談センター 指定医療機関

介護施設・⾼齢者住宅

オンライン診療かかりつけ医

⾃宅

帰国者・接触者外来

八戸地域新型コロナ対策連携体制

救急搬送 オンライン診療への相談受診・紹介 退院・帰宅



軽症者宿泊施設

救急隊

救命センター

指定医療機関

オンライン診療かかりつけ医

⾃宅

帰国者・接触者外来

軽症者宿泊施設での連携フォロー

救急搬送 オンライン診療への相談受診・紹介 退院・帰宅



SNS 
オンライン診療
ネクステート

軽症者宿泊施設 診所

病院



救急隊

救命センター

相談センター 指定医療機関

オンライン診療かかりつけ医

⾃宅

帰国者・接触者外来

自宅療養者の連携フォロー
救急搬送 オンライン診療への相談受診・紹介 退院・帰宅



SNS
患者・家族⽤アプリ
オンライン診療

自宅

診所

病院













それぞれが「何を大切に、どう生きたいか」を
一緒に考えることがケアの質向上とACPにつながる



まとめ

・⾮常時の連携も平時の多職種連携・情報共有が基礎となる

・新型コロナ対策では、ICT/オンライン診療などを活用すること
で、最小のリスクで最大の効果をもつ体制の構築を目指すべき

・コロナ渦においては地域包括ケア・地域共生社会への取り組
みが試されるが、これを大きく進める機会でもあると考えたい



今を⽣きる世代と
これからの世代のために

ご清聴ありがとうございました。


